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危害要因分析表「HACCPの考え方を取り入れた衛生管理」　　　　　No.　　
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	原材料/工程
	Ⅰで予想される危害要因は何か
	Ⅱ欄の判断理由とその管理方法
	この工程はCCPか
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バッチごとに管理する。異常、修正などの詳細は備考欄に記入して責任者に連絡する。
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	責任者
確認
	

	
	
	
	


ヒートシール管理記録（日誌形式）
	日付
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バッチごとに管理する。異常、修正などは詳細を備考欄に記入して責任者に連絡する。
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巻締検査表
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測定数値はメーカー推奨値との照合により判断する。
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○時間ごとに管理する。異常、修正などは詳細を備考欄に記入して責任者に連絡する。
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改善処置記録
	日付
	　　　　　　/　　　　　/
	報告を受けた日時

/　　　/

	どこからの連絡か
	消費者　流通　行政　事業所内　
その他（　　　　　　）
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	原因は何であったか
	



	どのように対応し、どのように改善したかを具体的に
	製品回収　報告書　修正　修理　指導　その他











	改善後の状況は
	





確認　　　年　　　月　　　日
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	責任者
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